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三等賞

中
国
で
過
ご
し
た
「
ロ
ー
マ
の
休
日
」中国

語
翻
訳
者
・
編
集
者　

遠
藤 

英
湖
︵
北
京
語
言
大
学
︶

映
画
﹃
ロ
ー
マ
の
休
日
﹄
で
、
最
も
印
象
に
残
っ
た
訪
問
地
を

記
者
に
問
わ
れ
た
ア
ン
王
女
が
「
ロ
ー
マ
で
す
」
と
答
え
る
シ
ー

ン
が
あ
る
。
私
の
視
野
を
広
げ
、
心
を
解
放
し
、
大
き
く
包
ん
で

く
れ
た
魅
力
的
な
大
地
と
人
々
。
私
に
と
っ
て
の
永
遠
に
忘
れ
得

ぬ
〝
ロ
ー
マ
〟
は
中
国
山
西
省
の
万ワ
ン

栄ロ
ン

で
あ
る
。

北
京
に
留
学
し
た
あ
る
秋
の
日
、
そ
れ
は
一
本
の
間
違
い
電
話

か
ら
始
ま
っ
た
。

「
も
し
も
し
、
◯
◯
会
社
で
す
か
？
」

「
い
い
え
、
違
い
ま
す
」

先
方
に
よ
る
と
、
あ
る
会
社
に
か
け
て
い
る
つ
も
り
が
、
な
ぜ

か
毎
回
外
国
人
の
私
に
つ
な
が
る
の
だ
と
い
う
。
と
う
と
う
お
互

い
笑
い
出
し
、
友
達
に
な
る
こ
と
に
し
た
。
潘は
ん

さ
ん
と
い
う
同
い

年
の
男
性
で
、
北
京
で
働
く
山
西
省
出
身
の
会
計
士
だ
っ
た
。

電
話
で
は
李
白
の
漢
詩
「
静せ
い

夜や

思し

」
や
読
む
べ
き
本
に
つ
い
て

教
え
て
く
れ
た
の
で
良
い
人
だ
と
確
信
。
学
校
で
何
度
か
会
う
う

ち
、
幸
運
に
も
春
節
に
故
郷
で
行
わ
れ
る
本
人
の
結
婚
式
に
招
か

れ
た
。

九
州
の
留
学
生
・
志
保
ち
ゃ
ん
と
北
京
を
出
発
し
、
山
西
省
の

太タ
イ
ユ
ア
ン
原
で
潘
さ
ん
の
従
姉
の
崔さ
い

さ
ん
と
合
流
。
山
西
省
発
祥
の

刀と
う
し
ょ
う
め
ん

削
麺
に
舌
鼓
を
打
ち
、
世
界
遺
産
「
平へ
い

遥よ
う

古こ
じ

城ょ
う

」
や
﹃
三
国

志
﹄
ゆ
か
り
の
地
を
歩
き
、
三
人
で
旅
を
続
け
る
。
崔
さ
ん
と
も

日
に
日
に
打
ち
解
け
、「
友
情
と
は
染
め
る
度
に
少
し
ず
つ
色
が

深
ま
っ
て
い
く
藍
染
め
の
よ
う
だ
」
と
感
じ
た
。

運
ユ
ィ
ン
チ
ェ
ン
城
・
万
栄
の
村
に
着
く
と
大
歓
迎
さ
れ
、
初
め
て
会
う
日
本

人
を
見
に
老
若
男
女
が
次
か
ら
次
へ
と
遊
び
に
来
た
。

結
婚
式
の
日
は
朝
か
ら
準
備
で
大
わ
ら
わ
。
な
に
し
ろ
村
全
体

が
〝
招
待
客
〟
の
た
め
大
変
だ
。
コ
ッ
ク
さ
ん
た
ち
は
大
き
な
鍋

を
庭
に
ず
ら
り
と
並
べ
て
調
理
。
春
雨
、
か
た
め
の
豆
腐
、
白
菜

が
入
っ
た
ス
ー
プ
と
、
小
麦
の
香
ば
し
さ
が
立
ち
の
ぼ
る
熱
々
の

焼
き
マ
ン
ト
ウ
の
朝
食
が
、
普
段
着
で
次
々
と
や
っ
て
く
る
お
客

さ
ん
に
振
る
舞
わ
れ
た
。

時
間
が
来
た
の
で
、
銅
鑼
を
た
た
き
、
チ
ャ
ル
メ
ラ
を
鳴
ら
し

な
が
ら
、
大
勢
で
真
っ
赤
な
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
ド
レ
ス
の
お
嫁
さ
ん

を
迎
え
に
い
く
。
花
嫁
は
新
し
い
靴
に
履
き
替
え
、
馬
に
乗
っ
て

村
の
入
り
口
へ
。
新
婦
を
背
負
っ
た
新
郎
は
、
村
の
青
年
た
ち
か

ら
の
〝
難
問
〟
を
い
く
つ
か
ク
リ
ア
し
た
後
、
や
っ
と
家
に
入
れ

る
と
い
う
風
習
だ
っ
た
。

式
で
は
大
き
な
ピ
ン
ク
の
リ
ボ
ン
を
身
に
つ
け
た
新
郎
新
婦
が

天
地
の
神
や
父
母
な
ど
を
拝
む
「
拝は
い

堂ど
う

成せ
い

親し
ん

」
に
思
わ
ず
見
入
る
。

祝
宴
で
は
夫
婦
が
互
い
の
腕
を
交
差
し
て
お
酒
を
飲
む
「
交こ

う

杯は
い

酒し
ゅ

」
に
、
み
ん
な
と
直
ス
プ
ー
ン
で
つ
つ
い
た
豚
の
角
煮
ス
ー
プ
。

透
明
ビ
ー
ズ
の
よ
う
な
ざ
ら
め
糖
を
ザ
ア
ー
ッ
と
か
け
入
れ
た
極

甘
の
ご
馳
走
は
今
で
も
時
々
思
い
出
す
。

バ
イ
ク
で
見
に
行
っ
た
「
秋
し
ゅ
う

風ふ
う

楼ろ
う

」
と
黄
河
の
跡
地
、
唐
辛
子

と
黒
酢
で
味
わ
っ
た
独
特
の
そ
ば
文
化
、
抱
き
つ
い
て
離
れ
な
か

っ
た
子
供
た
ち
や
纏て
ん

足そ
く

の
お
ば
あ
さ
ん
と
の
出
会
い
、
オ
ン
ド
ル

で
毎
日
一
緒
に
寝
起
き
し
た
潘
さ
ん
の
お
母
さ
ん
…
…
。
中
国
の

大
自
然
、
多
様
で
豊
か
な
文
化
、
そ
し
て
な
に
よ
り
人
に
す
っ
か

り
魅
了
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

お
礼
に
日
本
の
歌
を
歌
っ
た
時
、
戦
争
の
経
験
で
日
本
嫌
い
だ

っ
た
人
が
「
あ
な
た
と
出
会
っ
て
日
本
人
が
好
き
に
な
っ
た
」
と

言
っ
て
く
れ
た
こ
と
は
忘
れ
ら
れ
な
い
。

一
本
の
電
話
が
ひ
と
つ
の
出
会
い
と
な
り
、
こ
ん
な
に
も
貴
重

な
体
験
に
つ
な
が
っ
た
。
北
京
に
戻
る
日
が
近
づ
き
、
感
謝
と
寂

し
さ
で
胸
が
い
っ
ぱ
い
に
な
る
。

漆
黒
の
デ
ザ
ー
ト
・
亀
ゼ
リ
ー
の
よ
う
な
真
冬
の
夜
空
。
寒
風

で
大
気
が
揺
れ
る
。「
落
っ
こ
ち
ま
い
」
と
必
死
で
空
に
し
が
み

つ
く
満
天
の
星
々
。
そ
の
瞬
き
を
ロ
バ
と
一
緒
に
見
つ
め
な
が
ら
、

困
難
に
負
け
ず
友
好
の
信
念
を
貫
い
た
両
国
の
先
人
を
思
い
、

「
私
も
後
に
続
こ
う
」
と
固
く
心
に
誓
っ
た
。

2002年、北京語言大学の恩師・ロシアの友人たちと
2002年，与北京语言大学的恩师、俄罗斯友人在一起
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二
年
間
の
中
国
滞
在
は
一
生
の
宝
と
な
り
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
人

生
を
歩
む
大
き
な
ヒ
ン
ト
を
与
え
て
く
れ
た
。
帰
国
後
は
新
聞
記

者
を
経
て
、
現
在
は
中
国
語
編
集
者
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
で
の
文
化
交

流
な
ど
日
中
相
互
理
解
に
奔
走
す
る
日
々
で
あ
る
。

日
中
関
係
の
重
要
課
題
の
一
つ
に
「
若
い
世
代
へ
の
継
承
」
が

あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
い
か
に
「
一
人
」
と
出
会
い
、
相
手
国
に

関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
か
。
い
か
に
メ
デ
ィ
ア
を
有
効
活
用
し
、

若
者
の
直
接
交
流
を
増
や
し
て
い
く
か
。

私
は
「
日
中
の
若
者
が
一
緒
に
日
本
と
中
国
を
旅
す
る
テ
レ
ビ

番
組
を
つ
く
り
、
両
国
で
放
送
す
る
」
こ
と
を
提
案
し
た
い
。
観

光
地
だ
け
で
な
く
、
今
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
い
場
所
も
紹
介
。
土

地
の
人
情
に
触
れ
、
新
し
い
発
見
を
し
、
友
情
を
育
み
、
恋
も
し
、

時
に
は
け
ん
か
や
議
論
を
し
な
が
ら
相
互
理
解
を
深
め
て
い
く
。

見
る
人
の
声
も
生
き
生
き
と
反
映
で
き
る
視
聴
者
参
加
型
に
す
れ

ば
い
っ
そ
う
盛
り
上
が
る
の
で
は
な
い
か
。
番
組
や
関
連
イ
ベ
ン

ト
で
現
役
留
学
生
や
留
学
経
験
者
に
現
地
で
の
経
験
を
伝
え
て
も

ら
う
。
ま
た
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
や
ス
マ
ホ
の
ア
プ
リ
を
活
用
し
、

文
化
の
差
異
に
着
目
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
を
両
国
の
若
者
が
共
同
開

発
す
る
の
も
面
白
い
試
み
と
は
な
ら
な
い
か
。
幼
少
時
か
ら
相
手

国
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
、〝
未
来
の
若
者
〟
向
け
の
番

組
を
つ
く
る
の
も
大
切
だ
と
思
う
。

未
知
の
体
験
に
、
認
識
の
更
新
、
新
し
い
感
覚
に
、
懐
か
し
い

感
覚
…
…
。
そ
れ
ぞ
れ
の
〝
ロ
ー
マ
〟
を
見
つ
け
て
ほ
し
い
。
隣

人
に
対
す
る
関
心
・
共
感
の
中
に
こ
そ
友
好
の
源
が
あ
る
と
信
ず

る
。
ま
ず
互
い
に
興
味
を
持
ち
、
好
き
に
な
る
こ
と
。
そ
れ
が
あ

っ
て
初
め
て
、
日
中
友
好
の
様
々
な
枠
組
み
が
生
か
さ
れ
、
政
府

や
民
間
の
努
力
も
実
を
結
ん
で
い
く
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

「
友
好
の
銀
河
の
輝
き
よ
、
永
遠
な
れ
！
」
と
願
っ
て
や
ま
な

い
。

遠
藤 

英
湖
（
え
ん
ど
う 

え
い
こ
）

東
京
都
出
身
。
英
国
・
ロ
ン
ド
ン
で
生
ま
れ
、
幼
少
期

を
イ
ン
ド
と
ベ
ル
ギ
ー
で
過
ご
す
。
慶
應
義
塾
大
学
総

合
政
策
学
部
卒
業
。
二
〇
〇
一
年
～
二
〇
〇
三
年
、
北

京
語
言
大
学
に
留
学
。
二
〇
〇
四
年
～
二
〇
一
三
年
、

中
国
語
新
聞
『
東
方
時
報
』
記
者
。
二
〇
一
三
年
～
現

在
、
各
種
翻
訳
・
編
集
業
務
に
従
事
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

田
漢
文
化
交
流
会
理
事
。
東
方

文
化
芸
術
団
理
事
。
工
学
院
大
学
孔
子
学
院 

中
国
・
ア
ジ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
客
員
研

究
員
。

远
藤
英
湖

祖
籍
东
京
，
出
生
于
英
国
伦
敦
，
童
年
在
印
度
和
比
利
时
度
过
。
毕
业
于
庆
应
义
塾

大
学
综
合
政
策
学
部
（
系
）。
２
０
０
１
年-

２
０
０
３
年
，
赴
北
京
语
言
大
学
留
学
。

２
０
０
４
年-

２
０
１
３
年
担
任
中
文
报
纸
《
东
方
时
报
》
记
者
。
２
０
１
３
年
至

今
从
事
各
种
翻
译
、
编
辑
工
作
。
担
任
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
田
汉
文
化
交
流
会
理
事
、
东
方

文
化
艺
术
团
理
事
、
工
学
院
大
学
孔
子
学
院 

中
国
·
亚
洲
研
究
中
心
客
座
研
究
员
。

我在中国的“罗马假日”

在电影《罗马假日》中有这样一幕，当公主被记者询问到最令她印象深
刻的出访地是哪里时，公主回道：“是罗马。”而对我来说，令我永生难忘的

“罗马”则是那开阔了我的视野，解放了我的心灵，充满无限魅力的中国山
西省万荣的土地与人民。

一切始于某个秋日，在北京留学的我接到了一个电话。“您好，请问是
某某公司吗？”

“不好意思，您打错了。”
据电话那边的人说，他原本是打给某个公司的，但不知为何每次都打到

我这个外国人这里来了。最终我们都为此开怀大笑，也由此成为了朋友。他
叫小潘，是一个出生于山西，当时在北京做会计工作的我的同龄人。

他在电话中教我读李白的诗《静夜思》，并告诉我应该多看哪些书，这
让我确信他是个很不错的人。在学校与他见过几次面后，我很荣幸受邀参加
春节他在老家举行的婚礼。

我与来自九州的留学生志保同学一同从北京出发，然后在山西太原与小
潘的表姐小崔汇合。在那里，我们吃着好吃得让我直咂嘴的起源于山西的刀
削面，漫步了世界遗产地“平遥古城”等地。

旅途中的我与小崔日益交心，这让我渐渐感觉到“友情就像是蓝色染布
一样，越染越深”。

我们抵达运城市万荣县的村子时，受到了热情的接待。村子里为了看一
眼日本人而赶来凑热闹的男女老少们也是络绎不绝。

婚礼当天从早上就开始忙碌起来。不管怎么说要招待的对象是整个村子
的村民们，这实属不易。厨师们在院里排了一列大锅，进行烹饪。他们为陆
续前来的村民提供了放了粉丝、豆腐块的白菜汤，以及散发着小麦清香而热
乎乎的烤馒头等。

吉时已到，在喜庆的锣鼓和唢呐声中，大伙儿去迎接那穿着一身红色喜
服的新娘子。新娘子换上了簇新的鞋子，坐在马上向村头走来。这里的一大
风俗是，新郎须得背着新娘子通过村子里的年轻人们出的各种“关卡”后，
方得进入家门。

婚礼上，披着粉色绸带的新郎新娘进行了“拜堂仪式”，我不由得看入
了迷。喜宴上新婚夫妇交挽手腕喝下“交杯酒”，大家拿勺子去喝扣肉汤，
因为喝汤之前要把透明得像珠子一样的砂糖放进汤里，所以那令人发颤的甜
味让我难以忘记。
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我们骑着摩托车一起去了秋风楼、黄河遗迹等地，见识到了用辣椒和黑
醋调理出来的独特的面文化、常常给我拥抱的孩子们、缠过足的老奶奶、和
每天在炕上与我同眠的小潘母亲……中国广阔无边的美景，丰富多彩的文化，
更为重要的是这里的人们，这一切都让我沉迷不已。

最令我难以忘怀的是，当我唱了一首日语歌作为感谢时，那些因为战争
而对日本深恶痛绝的人对我说的“认识你之后才开始对日本人有了好感。”

一个打错的电话成就了这样的交流，带来了无与伦比的珍贵体验。随着
回京的日子愈来愈近，我满怀感激与离别前的寂寥。

深冬的夜空仿佛龟苓膏一样漆黑一片，空气也随着冷风在摇摆。为了
“不坠落”而拼尽全力紧紧吸附于天空的群星，与身边的骡子一同仰望那闪
闪光芒，让我想起了不畏困难始终坚持友好信念的两国先行者。不禁在心里
发誓：“今后也要追随他们的脚步。”

在中国留学的那两年成为了我一生的宝贵财富，让我体验到与众不同的
人生，也给我无数的启发。回国之后的我先是当了记者，现在则是作为一名
中文编辑兼NPO法人的理事，奔走于促进日中文化交流等推进两国相互理
解的工作之中。

日中关系的一大课题是，“面向年轻一代的传承”。那么为此我们要如何
才能将人与人联系起来，使得人们对对方国家抱有兴趣。又如何高效利用媒
体，推进年轻人之间的直接交流呢？

我的建议是，制作日中年轻人在两国旅行的电视节目，并在两国播出。
不仅是去报道有名的景点，也为大家介绍此前未曾耳闻的地方。接触当地的
风土人情，寻找新的发现，在这过程中或孕育友情，擦出爱情火花，在偶尔
的争吵与讨论中，加深对彼此的理解。要是能做成观众互动类型，将他们的
声音也切实反映出来就更加精彩生动了。

通过制作节目和举行相关活动，向大家展示当地留学生及有过留学经历
的人在当地的生活。此外还可以利用YouTube及手机App，由两国年轻人
共同开发出一些有关文化交流的作品，也是一种有趣的尝试。在我看来，为
了让大家从小时就对彼此国家抱有兴趣，面向“未来的年轻一代”制作节目
是至关重要的。

前所未有的经历、新的认知与感觉、令人怀念的情愫……我希望大家能
寻找到自己的“罗马”。我相信，只要我们对对方抱有兴趣和好感，然后通
过各种团体举行各式各样的活动，让两国政府与人民的努力开花结果。我在
心中祈祷：愿这友谊的光芒，永远闪耀！


